
R5シーズン統計より

今年の秋行楽シーズンの観光客入込み者数は、前年と比較すると増加となった。今年の秋については、雨が多かったため屋外のレジャー施設は前年比より減少傾向であったが、屋内レジャー施設の入込数は増加となった。

また今年度は紅葉シーズンが10日程度遅くなったこともあり、入込み客数への影響が懸念されたが増加となった。

　紅葉が最盛期を迎えた10月12～18日については峠の茶屋駐車場及び那須ロープウェイ駐車場は天気が良い日には連日満車となっており賑わいを見せていた。

今年のGW期間は、後半に5連休があり、5月1日、2日に休暇を取ると最大9連休となる日並びの良さ、そしてコロナ禍からの回復が観光客増加の要因と考えられます。

令和元年は、10連休で天気に恵まれたため平成23年の震災以来過去最高となりましたが、例年の観光客入込数と比較すると微増となっております。

〇今年のGW期間は、4月30日、5月7日を除き天候に恵まれました。

GWは後半に5連休があり、5月1日、2日に休暇を取ると最大9連休となる日並びの良さ、それに加え、4月30日、5月7日を除き天候に恵まれた。

秋行楽シーズンについては、雨が多かったため屋外のレジャー施設は前年比より減少傾向であったが、屋内レジャー施設の入込数は増加となった。

また今年度は紅葉シーズンが10日程度遅くなったこともあり、入込み客数への影響が懸念されたが増加となった。

　紅葉が最盛期を迎えた10月12～18日については峠の茶屋駐車場及び那須ロープウェイ駐車場は天気が良い日には連日満車となっており賑わいを見せていた。

また、新しい観光スポットも新設され、賑わいをみせている。そのことが増加の要因となっていると考えられる。

栃木県内への旅行者が対象となる、いちご一会とちぎ旅（全国旅行支援）が2022年（令和４年）１０月１１日～2023年６月30日（2022年12月28日～2023年1月9日、4月29日～5月7日の期間の旅行は割引対象外）が実施され、那須町に宿泊する方が多くいたことが考えられる。

また、全体的に宿泊数は伸びているが、とくに「貸別荘・コテージ」「キャンプ場」が大幅に伸びたことが要因だと考えられる。

町の施策として、「オンライン観光誘客事業」を実施しオンライン上でのプロモーションを行った。クーポンを発行し、売り上げがよかったことも要因の１つだと思う。

令和7年の那須町における観光客入込数は、前年に過去最高を記録した令和6年の水準を維持しつつ、全体として安定した推移となった。全国的には観光需要は

コロナ渦後の回復段階から平常的な推移へ移行し、本町においても大きな変動のない安定した来訪状況が確認された。

季節別に見ると、冬季は町内スキー場の閉業という観光環境の変化があったものの入込数は前年水準を維持した。春季はゴールデンウィークが飛び石連休とな

り同期間単体では入込数が前年を下回ったが、来訪時期の分散や5月中旬の道の駅那須高原友愛の森なすとらんリニューアルオープン以降の利用増加により、期間

全体では前年同期を上回る結果となった。夏季は全国的な猛暑傾向を背景とした避暑需要により高水準の来訪が維持され、家族利用の多いレジャー施設の入込数

の伸びが伺えた。秋季は紅葉時期の遅れが見られたものの観光期間の長期化により来訪期間が分散し、さらに紅葉最盛期と連休の好天が重なったことで、那須

ロープウェイをはじめとするレジャー施設では高い利用水準が見られた。

〈那須町〉観光客入込みの推移
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GWは後半に5連休があり、5月1日、2日に休暇を取ると最大9連休となる日並びの良さ、それに加え、4月30日、5月7日を除き天候に恵まれた。

秋行楽シーズンについては、雨が多かったため屋外のレジャー施設は前年比より減少傾向であったが、屋内レジャー施設の入込数は増加となった。

また今年度は紅葉シーズンが10日程度遅くなったこともあり、入込み客数への影響が懸念されたが増加となった。

　紅葉が最盛期を迎えた10月12～18日については峠の茶屋駐車場及び那須ロープウェイ駐車場は天気が良い日には連日満車となっており賑わいを見せていた。

また、新しい観光スポットも新設され、賑わいをみせている。そのことが増加の要因となっていると考えられる。

＜那須町＞令和５年　　宿　泊　施　設　月　利　用　状　況

令和7年の宿泊施設利用状況は、前年に引き続き堅調に推移し、年間宿泊者数は2,057,202人となり、平成12年以降25年振りに200万人台を記録した。町内の

宿泊者の利用の中心となっている「旅館・ホテル」の宿泊者数は1,381,216人となり、前年の1,289,320人から65,908人(103%)増加した。これは観光入込客数

の増加率と概ね同水準で推移しており、来訪者の増加に伴って宿泊利用も同様に増加している状況が確認される。宿泊施設の利用構成を見ると、「旅館・ホテ

ル」利用が宿泊者数の中心となっている一方、「貸別荘・ロッジ・コテージ」や「キャンプ場」などのアウトドア型宿泊施設の利用も多く、本町の自然環境を活

かした多様な宿泊形態が利用されている。

〈那須町〉年別宿泊施設利用状況
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令和7年の那須町における月別の宿泊者数を見ると、特に夏季を中心に宿泊利用が多く、8月の宿泊者数は約30万人となっており、年間宿泊者数の約15%

を占めている。これは、 夏休み期間中の家族旅行を中心とした宿泊需要がみられ、本町の避暑地としての特性を背景に多くの宿泊利用が確認される。また、

5月のゴールデンウィーク期には行楽シーズンに伴う宿泊利用の増加が見られるほか、10月には紅葉観光の時期と重なることにより宿泊者数が増加しており、

年間を通して複数の需要期が形成されている。自然景観やレジャー施設など多様な観光資源とあわせて季節ごとに異なる観光目的による来訪が確認される。

〈那須町〉月別宿泊者数の推移

88,209
80,479

134,314 134,682

154,304

112,206

171,212

303,450

165,435

148,610 148,128

107,40391,356

88,952

155,095
147,133

168,099

128,171

200,777

302,942

191,122 193,129 190,111

134,407

96,217
93,104

170,344 150,829
176,244

136,827

213,845

308,866

193,584 196,084 191,278

129,980

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

令和元年 令和6年 令和7年



令和7年 外国人宿泊数（地域別割合） 令和7年 外国人宿泊数（アジア・中東） 令和7年 外国人宿泊数（月別）
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令和7年の外国人宿泊者数は前年同期比で、約

93％となった。全国的には、訪日外国人旅行客数

は大きく回復しているが、インバウンド需要回復

期においては、訪問地が都市部へ集中する傾向が

みられ、旅行行動の変化が生じていると考えられ

る。また、災害リスク情報の影響や旅行先の多様

化による需要分散が重なり、香港市場における訪

日旅行需要が減少したことに加え、中国市場の回

復の遅れもみられた。アジア圏からの旅行客が大

半を占める那須町においては、これらの市場動向の

影響を受けたものと考えられる。

〈那須町〉外国人観光客宿泊者数


